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９月に入り、コロナウイルスとインフルエンザ A に罹ったお子さんが確認されました。全国的にコロナ

の感染が増えており、これからはインフルエンザが出てきます。まだまだ夏日になることもある１０月

ですが、朝と夕の気温差が大きく、体調を崩すお子さんも増えてくる季節です。 

10 月は待ちに待った子ども達のスマイルフェス！！体調を整え望めるよう毎日の生活を見直し、感染予

防に努めましょう。  

 

 

目覚しく視力の発達する 0～6 歳くらいまでの間は、子どもの目

のために特に大切な時期です。 

しかし、子ども自身は目の異常がわかりません。周り         

の大人がサインに気づいて、なるべく早く専門医に繋げる事が重大

です。 

 

よく見えないサインかも？ 

☆ものを見るとき 

 

 

 

 

 

☆見た目 

 

 

 

 

☆動作など 

 

 

 

 

 

※3 才になると視力検査ができるようになってきて、ほぼ正確に視力が分かるようになります。正常な

ら、3 才を過ぎるとほぼ 1.0 の視力がありますが、検査に慣れていないことが多いので、0.7 位でも

正常と判断します。 



薄着の習慣は秋からスタート 

肌寒くなってくると、つい子どもに厚着をさせたくなりますが、薄着でいると、冷たい外気が刺激となっ

て、自律神経などの神経全体が活発に働くようになります。体温調節機能も高まるので、風邪をひきにく

く、寒さに対する抵抗力がつき強い体に慣れるというわけです。また、薄着は運動機能の発達を促すとも

いわれています。もこもこ着込んでいては、動きにくくて活動的になれません。風邪に負けず元気に体を

動かして遊べる子どもでいられるよう薄着を習慣付けましょう。 

 

薄着で過ごすコツ 

・寒い時は薄手の上着で調節する 

・肌着を着て保温する 

・お腹と背中が出ないようにする 

 

大人より「少し遅く」「１枚少なく」 

大人が長袖を着ようと思った時、子どもは長そでにするのを少し遅らせる。大人が重ね着をする時、子ど

もは１枚少なく着せる。こうすると自然に薄着が習慣付けられます。 

  

 

・・・10 月保健行事 

2 日（木）身体測定（2～5 才児） 

3 日（金）身体測定（0,1 児） 

20 日（月）0才児健診 

10.17.24日（金）地域ベビーマッサージ・育児相談 

視力が途中で、斜視や屈折異常など何らかの異状によって発達

が妨げられると、見たものを脳に伝える回路の成長が未発達の

まま止まってしまいます。これが「弱視」です。 

弱視は早期発見、早期治療が鍵。大きくなってからでは治療が

間に合わないこともあります。 

 

 

 


